
▶ 2019年8月9日（金）17:00 - 19:00
▶ 東京大学 伊藤国際学術研究センター3階 中教室

報告者： Marsha Henry （総合文化研究科・外国人研究員）
報告者： キハラハント 愛 （総合文化研究科・准教授）
使用言語：英語（一部、日本語）

【概要】
このセミナーでは国連が平和活動における性的暴
力・搾取の問題についてどのような対策を取ってき
たかを検証する。社会的アカウンタビリティは、要員
に対する研修や、受入国の人々に社会的な害を
与えないように計画された一連のツールを含む。教
材やリスク分析のツ－ルは対人レベルで有意義で
あるが、安保理決議は人道分野における性的暴
力・搾取・ハラスメントの問題を国際的に認識させ
るために役立った。国連のアプローチに現代の平和
活動要員の職業文化をより的確に反映させること
が重要である。法的アカウンタビリティは被害者を
適切に保護できていない。法的アカウンタビリティの
枠組みは複雑で、何重もの捜査の過程、管轄権
の問題、特権免除の適用、証拠に関する法・規
則、複数のアクター間の司法協力、被害者・目撃
者・内部告発者の保護、民事訴訟、認知請求、
そして国連被害者基金など、多くの制度と手続き
があり、常にモニタリングが必要である。これらのアカ
ウンタビリティ対策が国連平和活動や国連全体の
社会変革する限界と可能性は、どのように考えら
れるのだろうか。

問合先：東京大学ヒューマニティーズセンター事務局
Tel: 03-5841-2654： E-mail: humanitiescenter.utokyo@gmail.com： URL: http://hmc.u-tokyo.ac.jp/ja/
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